
　

６
月
14
日
〜
16
日
に
山
梨
県

山
中
湖
で
第
24
回
自
治
労
青
年

女
性
中
央
大
交
流
集
会
が
開
催

さ
れ
、
岩
手
県
職
労
か
ら
４
人

が
参
加
し
た
。
本
集
会
は
６
年

ぶ
り
の
通
常
開
催
で
、
全
国
か

ら
３
８
７
単
組
１
，０
５
２
人

が
参
加
し
、
暑
い
中
熱
い
思
い

を
も
っ
て
集
会
に
結
集
し
た
。

　

は
じ
め
に
石
上
実
行
委
員
長

か
ら
、
「
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
Ｉ
Ｌ

Ｏ
総
会
に
参
加

し
、
公
務
員
の

労
働
基
本
権
問

題
と
消
防
職
員

の
団
結
権
回
復

問
題
に
つ
い
て
、

認
め
る
べ
き
と

伝
え
て
き
た
。

自
分
や
職
場
の

常
識
が
本
当
に

常
識
な
の
か
、

全
国
の
仲
間
と

議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

１
日
目
の
基
調
講
演
は
、
埼

玉
大
学
伊
藤
名
誉
教
授
か
ら
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
現
在
の
社

会
の
問
題
は
、
大
多
数
の
賃
金

労
働
者
と
利
益
を
貯
め
て
太
る

人
（
経
営
者
）
で
大
き
な
格
差

が
生
ま
れ
て
い
る
。
利
潤
を
求

め
る
た
め
に
、
労
働
の
時
間
の

延
長
、
労
働
密
度
を
高
め
る
こ

と
な
ど
、
労
働
者
の
犠
牲
が
強

め
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

今
の
社
会
を
変
え
る
た
め
に
も

労
働
者
の
団
結
が
必
要
で
あ
る

と
熱
い
講
演
を
い
た
だ
い
た
。  

　

２
日
目
は
、
職
種
別
分
散
会

を
行
っ
た
。
職
場
の
人
員
が
減

ら
さ
れ
る
一
方
、
自
治
体
ニ
ー

　

５
月
28
日
、
県
内
初
の
豚
熱

が
発
生
。
多
く
の
組
合
員
が
暑

さ
の
中
で
激
務
に
従
事
し
た
。

県
職
労
は
事
案
発
生
直
後
に
当

局
と
勤
務
労
働
条
件
の
確
保
を

求
め
、
か
つ
作
業
が
長
期
化
す

る
中
に
あ
っ
て
、
職
員
の
健
康

管
理
対
策
（
特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
）
を
求
め
た
。

①
こ
れ
ま
で
の
対
応
事
項

　

ア 

勤
務
時
間

　

従
事
時
間
は
勤
務
時
間
の
割

▲県職労からの参加者で記念撮影

第
24
回
自
治
労
青
年
女
性
中
央
大
交
流
集
会
開
催

全
国
の
仲
間
と
の
交
流
か
ら
気
づ
き
へ
！

▲一関農業改良普及センター分会での意見交換のようす

ズ
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
長

時
間
労
働
で
日
々
疲
弊
し
な
が

ら
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

各
自
集
会
に
向
け
て
、
桃
手
帳

（
生
活
・
職
場
実
態
点
検
手
帳
）

付
け
を
行
い
、
１
か
月
間
の
支

出
や
出
勤
時
間
等
の
点
検
を
行

っ
た
。
睡
眠
や
食
事
で
Ｈ
Ｐ

（
ヘ
ル
ス
ゲ
ー
ジ
）
、
趣
味
等

を
満
喫
す
る
こ
と
で
Ｍ
Ｐ
（
メ

ン
タ
ル
ゲ
ー
ジ
）
が
回
復
す
る

と
思
う
が
、
ほ
と
ん
ど
の
仲
間

は
自
分
の
趣
味
に
か
け
る
お

金
・
時
間
を
削
っ
て
働
い
て
い

る
こ
と
が
実
態
と
し
て
出
さ
れ

た
。
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い

付
い
て
い
な
い
の
に
、
手
当
等

の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
今
後
も
春
闘
な
ど
で

労
働
者
が
団
結
し
て
共
闘
す
る

必
要
が
あ
る
と
確
認
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

３
日
目
の
記
念
講
演
は
、
関

東
労
働
大
学
の
菅
原
講
師
か
ら

「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」

と
自
治
体
労
働
者
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
。
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
戦
争
が
で
き

る
国
づ
く
り
に
対
し
て
、
戦
争

が
起
き
た
際
、
私
た
ち
自
治
体

労
働
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
関

係
し
て
い
く
か
、
デ
ー
タ
や
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
細
か
く

説
明
い
た
だ
い
た
。
何
が
起
き

て
い
る
か
、
そ
の
事
態
を
ど
う

考
え
る
か
。
学
習
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
お

話
を
い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
等

を
理
由
に
見
送
っ
て
い
た
各
支

部
単
位
で
の
職
域
別
の
意
見
交

換
会
に
つ
い
て
、
人
員
体
制
の

確
保
、
職
場
環
境
の
改
善
、
専

門
職
種
の
賃
金
・
諸
手
当
の
改

善
等
に
向
け
て
、
各
評
協
議
会

で
の
独
自
要
求
の
取
り
組
み
を

進
め
る
べ
く
、
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
開
催
す
る
。
保
健
福

祉
部
門
、
農
業
改
良
普
及
部
門
、

農
林
水
産
部
に
係
る
試
験
研
究

所
部
門
、
畜
産
家
畜
保
健
衛
生

部
門
、
各
土
木
部
・
土
木
セ
ン

タ
ー
部
門
ご
と
に
各
主
管
部
局

あ
て
の
要
求
書
の
作
成
を
進
め

て
い
く
。
（
既
に
、
現
業
・
税

務
・
職
訓
も
並
行
し
て
独
自
要

求
に
向
け
検
討
中
）
。
各
職
域

に
お
け
る
職
場
課
題
に
つ
い
て

は
豚
熱
対
応
や
今
年
度
の
職
場

実
態
を
は
じ
め
様
々
な
職
場
課

題
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
意
見

交
換
を
通
し
て
、
秋
の
確
定
闘

争
と
並
行
し
て
要
求
・
交
渉
を

強
化
し
て
い
く
。
過
重
労
働
を

強
い
ら
れ
て
い
る
職
場
実
態
を

人員など継続課題解決に全力
各支部・分会での意見交換会の開催を

各職能評協議会

り
振
り
変
更
と
な
る
も
、
移
動

時
間
を
含
め
て
勤
務
時
間
の
対

象
と
み
な
し
、
こ
れ
を
超
え
た

分
は
超
過
勤
務
時
間
と
さ
せ
た
。

　

イ 
旅
費
等
の
取
り
扱
い

　

初
期
の
二
戸
駅
集
合
時
に
は

新
幹
線
料
金
相
当
分
を
旅
費
と

し
て
支
給
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
。

さ
ら
に
、
軽
食
の
支
給
に
と
ど

ま
る
場
合
に
は
現
地
経
費
を
控

除
し
な
い
扱
い
と
し
た
。

②
引
き
続
く
課
題
点

　

ア 

恒
常
的
な
人
員
不
足

　

各
職
場
で
は
４
日
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
動
員
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
の
間
の
業
務
対
応
が
追

い
付
か
ず
、
職
場
で
は
一
層
の

人
員
不
足
を
強
い
ら
れ
る
状
況

に
陥
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
再

任
用
職
員
や
今
年
定
年
引
上
げ

の
対
象
職
員
も
動
員
対
象
と
な

っ
た
職
場
も
あ
っ
た
。

　

イ 

労
働
災
害
へ
の
対
応

　

作
業
中
に
豚
に
足
を
踏
ま
れ

た
等
の
労
働
災
害
が
確
認
さ
れ

た
。
危
険
を
伴
う
業
務
で
あ
る

以
上
、
労
働
災
害
を
想
定
し
た

救
護
体
制
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ウ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　

と
殺
現
場
で
は
豚
の
鳴
き
声

改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
大
切

な
取
り
組
み
と
な
る
。
各
支

部
・
分
会
で
の
意
見
交
換
会
の

開
催
と
最
大
限
の
結
集
を
要
請

す
る
。

を
聞
き
、
と
殺
の
現
場
を
目
撃

し
な
が
ら
従
事
し
た
。
こ
の
結

果
、
メ
ン
タ
ル
不
調
を
訴
え
る

職
員
も
相
次
い
だ
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異

な
る
豚
熱
特
有
の
課
題
も
明
ら

か
と
な
っ
て
お
り
、
県
職
労
は

組
合
員
か
ら
の
意
見
を
も
と
に

当
局
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

豚
熱
対
応

激
務
労
働
へ
の
改
善
求
め
る

日
時
：
７
月
12
日
（
金
）
18
時
〜
20
時

会
場
：
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡　

２
階
中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
盛
岡
市
志
家
町
１-

10
）

自治労組織内

『岸まきこ 参議院選勝利！総決起集会』に参加しよう
岸まきこさん本人が出席します。みんなで参加しましょう。

▲団結ガンバローで集会を締めくくった

参加報告は各支部書記局あてお願いします。
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組合加入促進等
に活用しよう！

　青年婦人部では新採用職員向けに「新採用ニュー
ス」を定期発行しており、労働組合の取り組みや給与
明細の見方、昇給・昇格の仕組みなどを掲載していま
す。新採用職員への声かけツールの1つとして作成して
いますが、ちょっとした学習会資料としても活用でき
ますのでご活用ください。

平和の火を走りつなぎ
　　反核と恒久平和を訴える
国への「核兵器禁止条約」署名の働きかけを知事に要請

　

６
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
第
35
回
反
核
・
平
和
の
火

リ
レ
ー
が
開
催
さ
れ
、
「
語
り

継
ご
う
、
走
り
続
け
よ
う　

ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
心
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
延
べ

１
３
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
で
広
島

平
和
記
念
公
園
か
ら
採
火
し
た

「
平
和
の
火
」
を
二
戸
市
か
ら

一
関
市
ま
で
走
り
継
い
だ
。

　

二
戸
市
（
堀
野
近
隣
公
園
）

を
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は

沿
道
か
ら
の
「
が
ん
ば
れ
ー
」

と
声
援
を
受
け
な
が
ら
平
和
の

火
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
の
一
関

市
（
一
ノ
関
駅
）
ま
で
無
事
に

走
り
継
ぎ
、
こ
の
３
日
間
走
っ

て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
街
宣

車
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
「
核
の

な
い
、
二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら

な
い
、
平
和
な
社
会
の
実
現
」

や
「
核
廃
絶
」
な
ど
を
沿
道
の

方
々
へ
訴
え
た
。

　

リ
レ
ー
前
日
の
６
日
に
は
、

日
本
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
岩

手
県
実
行
委
員
会
の
佐
々
木
実

行
委
員
長
（
岩
教
組
青
年
部

長
）
と
参
加
し
た
実
行
委
員
、

そ
し
て
小
西
和
子
県
議
の
５
人

で
達
増
拓
也
県
知
事
を
訪
問
し
、

要
請
行
動
を
行
っ
た
。
佐
々
木

実
行
委
員
長
は
、
「
非
核
・
平

和
自
治
体
宣
言
」
を
活
か
し
、

平
和
行
政
の
推
進
に
つ
と
め
る

こ
と
、
有
事
関
連
法
に
基
づ
く

国
民
保
護
計
画
に
よ
っ
て
様
々

な
規
制
・
制
約
を
受
け
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
い
か
な

る
場
合
も
住
民
の
生
命
と
基
本

　

人
事
院
は
、
23
人
勧
で
示
し

た
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
（
以

下
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）
骨
子
案

を
も
と
に
現
給
与
制
度
の
見
直

し
を
進
め
る
。
内
容
は
初
任
給

水
準
を
引
き
上
げ
る
も
の
の
、

総
合
職
を
優
遇
、
管
理
職
層
の

▲達増知事に要求書を手渡す佐々木実行委員長（岩教組）（右）

▲左から、中川原亮さん（県職労県庁支部）、須藤本部中執、達増知事、
　 佐々木実行委員長、菊池実行委員（高教組）

的
人
権
を
優
先
す
る
政
策
を
実

現
す
る
こ
と
、
す
み
や
か
な
核

兵
器
廃
絶
、
平
和
な
国
際
社
会

の
実
現
と
国
民
の
基
地
負
担
の

軽
減
を
働
き
か
け
る
こ
と
、
原

発
の
再
稼
働
、
原
子
力
政
策
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
こ
と
の
５
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
知
事
に
要
請
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
職
労
青
年
婦

人
部
と
し
て
平
和
友
好
祭
運
動

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

賃
金
を
よ
り
能
力
主
義
的
に
引

上
げ
る
こ
と
。
加
え
て
、
配
偶

者
扶
養
手
当
を
引
下
げ
る
等
生

活
給
的
要
素
を
縮
小
す
る
も
の

だ
。
地
域
手
当
の
引
上
げ
も
検

討
さ
れ
る
が
、
恩
恵
を
受
け
な

い
地
域
も
多
く
、
自
治
労
は

『
地
方
の
実
態
と
自
主
性
を
尊
重

し
た
給
与
制
度
を
求
め
る
署
名
』

を
５
月
末
ま
で
取
り
組
ん
だ
。

　

要
請
項
目
は
、
①
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
に
よ
る
国
の
給
与
制
度
の

変
更
を
自
治
体
に
強
要
し
な
い

こ
と
、
②
法
律
上
国
給
与
制
度

を
基
本
と
す
る
地
方
公
務
員
給

与
を
地
方
の
実
態
を
踏
ま
え
自

主
的
に
決
定
す
る
制
度
と
す
る

こ
と
、
③
国
基
準
を
上
回
る
手

当
支
給
へ
の
特
別
交
付
税
減
額

措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
の
３

点
。
今
署
名
は
１
，６
０
４
筆

の
集
約
と
な
っ
た
。
職
場
で
の

取
り
組
み
に
感
謝
す
る
（
県
本

部
で
８
，８
９
９
筆
）
。
自
治

労
は
こ
の
全
国
50
万
筆
超
の
署

名
を
も
と
に
総
務
省
と
の
交
渉

を
強
化
す
る
。

知事への要請書

胆
江
・
宮
古
北
上
・
一
関
支
部
が
24
体
制
確
立

鳥屋部胆江支部長

小野寺宮古支部長

阿部北上支部長

副
支
部
長

本
間　

義
章
（
産
技
短
水
沢
校
）

佐
藤　
　

正
（
農
政
部
農
村
整
備
室
）

書
記
長

佐
々
木
琢
磨
（
経
営
企
画
部
）

書
記
次
長

中
川　

理
恵
（
総
務
部
・
審
査
指
導
監
）

執
行
委
員

大
谷　

孝
文
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

伊
藤　
　

弘
（
林
務
部
）

及
川　

浩
一
（
農
政
部
）

山
田　

一
晴
（
土
木
部
）

千
葉　
　

彩
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）
会
計
監
事

鈴
木　

啓
太
（
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
）

佐
藤　

里
菜
（
土
木
部
）

【
宮
古
支
部
】

支
部
長

小
野
寺
利
幸
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

副
支
部
長

長
崎　

玲
治
（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

遠
藤　
　

敬
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

光
井　

太
平
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

藤
原　

聡
史
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

山
本　
　

研
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

小
原　
　

忍
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

成
田　
　

一
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室

）

村
上　

昌
宏
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室

）

会
計
監
事

藤
澤　

潤
一
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室

）

松
浦　

拓
也
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

【
北
上
支
部
】

支
部
長

阿
部　

将
久
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

佐
藤　
　

真
（
農
業
普
及
技
術
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
研
セ
ン
タ
ー
駐
在
）
）

書
記
長

及
川　

耳
呂
（
県
立
農
業
大
学
校
）

書
記
次
長

佐
藤　

力
也
（
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

酒
井　

新
吾
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤
千
穂
子
（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

西
和
賀
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

）

髙
橋　

祐
也
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

吉
田　

優
里
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

及
川　

美
佳
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

及
川　

竹
生
（
県
立
農
業
大
学
校
）

会
計
監
事

須
賀
美
奈
子
（
生
物
工
学
研
究
所
）

中
村　

信
久
（
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
北
上
駐
在
）

）

【
一
関
支
部
】

支
部
長

佐
藤　
　

拓
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

千
葉　
　

守
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

千
津
（
県
税
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

佐
藤　

潤
孝
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

佐
々
木　

勝
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

大
友　

英
嗣
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

髙
𣘺
ひ
と
み
（
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

実
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小
野
寺
恒
子
（
総
務
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

石
田　

俊
幸
（
児
童
相
談
所
）

上
野　
　

覚
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

多
田　

典
穂
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

佐
藤　

淳
精
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

千
葉　

輝
文
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

　

県
職
労
胆
江
支
部
は
５
月
27

日
、
宮
古
支
部
は
６
月
12
日
、

北
上
支
部
は
６
月
13
日
、
一
関

支
部
は
６
月
19
日
に
そ
れ
ぞ
れ

新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

胆
江
支
部
長
に
は
鳥
屋
部
圭

さ
ん
（
県
税
部
分
会
）、宮
古
支

部
長
に
は
小
野
寺
利
幸
さ
ん

（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
・
審
査

指
導
監
分
会
）、北
上
支
部
長
に

は
阿
部
将
久
さ
ん
（
農
研
セ
ン

タ
ー
分
会
）、一
関
支
部
長
に
は

佐
藤
拓
さ
ん
（
保
健
福
祉
環
境

セ
ン
タ
ー
分
会
）
が
選
出
さ
れ
、

支
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
胆
江
支
部
】

支
部
長

鳥
屋
部　

圭
（
県
税
部
）

佐藤一関支部長

地
方
の
自
主
性
を
尊
重
し
た

　
　
給
与
制
度
を
求
め
る
署
名
の
取
組

 

 
 

 

【昼の休憩45分の場合】

8：30
勤務 12：00

12：45
勤務

17：00
17：15

超勤
19：15

 

【昼の休憩1時間の場合】

8：30
勤務 12：00

13：00
勤務

17：15
超勤

19：15

 

【一般職の職員の給与に関する条例】第30条 特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、

給与上特別の考慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮することが適当でないと認められる

ものに従事する職員に対して、その勤務の特殊性に応じて支給する。

38

詳細は学習会で勉強したりするので、なんとなく知っておいてください！

病害虫防除所に勤務する職員であって、助長法の規定により農林水産大臣が行う普及指導員資

格試験に合格したものに支給

第187条第１項に規定する林業普及指導員である職員に支給農林水産大臣が行う水産業普及指導員資格試験に合格したものに支給 等
２０１９年からは、資格取得（12月）の翌月から普及指導手当の支給となりました。（１月

～３月の期間拡大）。それまでは普及指導員の資格を得ても、４月以降でないと支給さ

れませんでした。これも組合で改善してきたものです！
例） ３年目の職員（給料２００，２００円）が試験に合格し普及指導手当の支給対象に

なった場合

２０１９年以前の１月～３月 手当の支給なし
２０１９年以降の１月～３月 月１６，０００円以上の普及指導手当の支給

▲沿道からの声を受けて走る胆江支部清水栄作さん（左）
　  芦埜翔太さん（中央）、小川裕希江さん
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